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活動概要



①棚田の維持管理
棚田の師匠・天明伸浩氏(中央)を挟む

三輪隊員(右)と宇野(左)



②その他の耕作

天明伸浩氏とパートナーの香織さんが管理する
『ブルーベリー園』
三輪隊員と一緒に剪定や収穫を手伝いました。
収穫したブルーベリーは冷凍保存され、
ブルーベリージャムやソースに加工されます。
稲刈りが始まる前の
7～8月にちょっとずつ収穫していきます。

自宅の前にある畑を間借りして、
秋野菜や越冬野菜の栽培にも挑戦しました。
大根、カブ、白菜、チンゲン菜、とう菜...
近所の方の畑の雑草抜きを手伝うと、
たくさんのお返し(野菜)をいただきました。
大根は外に干して、本格的な漬物づくりにも
挑戦しました。完成した沢庵は絶品でした。



③地域交流・振興

『みんなでからだを動かそう』

いつもは石川氏が準備体操の先生役

でも、不在の時は協力隊が代役です

様々なゲームを毎回提供しています

みそづくり体験麹仕込みの様子

そば打ち名人の家で初体験

石谷集落にてそばの収穫をお手伝い

稲刈りと違って細身のそばに苦戦

まだ日差しの強い10月の作業

日陰での一休みが心地よい

道普請などは男性も女性も参加

作業中は暑さや疲労が襲います

終わった後は爽やかな風が吹く



④イベント参加
上越市内、主に吉川区を中心にイベント
や体験活動をしています。
里山シンポジウムでは、やまざと暮らし
応援団の活動を振り返り、翌日の薪づく
りイベントでは私がマサカリを用いた薪
割りの実演・指導をしました。
イベント全体を通じて、参加者の方々か
ら満足の声も聞かれる中、次のステップ
への課題も見えてきました。
また、竹細工教室や雪室野菜施設の見学
など、この地域ならではの活動を見るこ
とができました。
個人的にも、活動以外のプライベートの
時間を使って上越の良いところを探して
います。レルヒ祭に合わせて行われる、
高田本町商店街の「ガチ盛り祭り」や
灯の回廊など、市内各地で多様なイベン
トが行われているのは、山も海もある
自然豊かな上越市ならではの魅力だと思
います。



⑤ジビエ解体研修
ジビエ加工処理施設『柿崎ブーシェリー』
代表の森本祐造氏に師事し、令和3年11月より
ジビエ解体研修を受けています。
生きたイノシシの止差しを行い、腸を取り出し、
氷水に漬けて氷温に下げ、皮をはぎ、解体し、
部位ごとに真空パックして冷凍保存します。
これまで何頭も解体してきたおかげで、今では
一人でそつなく作業できるまでに成長しました。
新たに、柿崎の筒井隊員を招き入れ、私が解体
指導や見本を見せることも。
命をいただくことの意味を再確認し、就農後の
副業としても魅力を感じる仕事です。



⑥除雪支援

川谷小学校跡地は、川谷生産組合の加工所
隣の体育館は、集会や行事に使われています。
体育館の屋根雪は、地域の方々と一緒に協力隊も
除雪作業に加わります。

川谷地域の中では除雪が必要な世帯が
いくつかあります。一人暮らしの女性の家や
集落で管理する空き家など。
協力隊も、依頼を受けて除雪作業に向かいます。

冬仕事と並行して行わなければいけないのは
自宅周辺の除雪。朝に除雪をして出かけて、
夕方家に戻ると膝下まで雪が積もっていた…
なんてことも日常茶飯事。

☟Uno 



⑦さいの神と冬祭り

ここ、川谷地域で伝統ある冬祭りとさいの神。
五穀豊穣を願い「さいの神」は作られます。その資材はすべて現地調
達。ご神木を切り倒し、工夫しながら立派なさいの神は作られます。
今年もコロナウィルスの影響で規模は縮小していますが、三輪隊員の
提案で新たにライブ配信を試み、私も川谷地域の方々にインタビュー
を行い、確かな手ごたえと好評をいただけたようです。
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～活動を振り返って～
半年 という、他の隊員と比べると短い期間ではあったが、私なりに川谷での暮らしを
楽しみながら、地域に溶け込んでいくことができた。ちょうど一年前、現地見学に訪れた
とき「こんな雪の中で人が生活できるのか？」と思った自分を思い出す。簡単ではなかっ
たが、雪にも寒さにも負けず、春を迎えることができそうだ。確かな自信になった。

稲作 に関しては、令和4年度からが本格的に研修開始になる。昨年はできなかった田
植えの作業を含め、一年間お米のことを第一に考えながらの生活が始まる。川谷の棚田で
自分のお米を作ることを目標の一つに据えているので、誠心誠意向き合っていきたい。

自分 ひとりではどうにもならないことも、受け入れてくれた集落や市の方々の手厚い
サポートや、先輩移住者の方々の指導があって、今こうして充実していることは忘れない
ようにしたい。また、川谷地域では三輪隊員と私の二人がほぼ同時に採用されているが、
同じ地域に仲間がいるというのも心強かった。

今年 は、また一つステップアップする年になる。現在研修を行っているジビエに関し
ては副業として展開していけるか吟味しなくてはならない。ほかにも、半農半Xにあては
められる仕事が何なのか、住居整備や情報発信など、川谷の移住モデルとなるためにやる
べきことは一つずつクリアしていく。


